「リベラル教育」の新展開　21 世紀アメリカの大学改革構想 by 竹熊 耕一
１　拙稿「大学教育の普遍的理念――〈リベラル教育〉liberal education について」『京都学園大学総合研究所所報』第 14 号、





























「全米カレッジ・大学協会2」 (Association of 
















































( １ ) 転換の背景
　本節で要約紹介するのは、2004 年、ＡＡ
Ｃ＆Ｕの機関誌Liberal Education 冬季号に
掲載された論稿である。筆者は Bobby Fong 
、タイトルは「期待をこめて――21 世紀の
リ ベ ラ ル 教 育 」(Looking Forward: Liberal 















































４　Greater Expectations: A New Vision for Learning as a Nation Goes to College , 2002.
５　この評価はやや速断に過ぎる。遡ればＡＡＣ＆Ｕの創設とほぼ同時期に、かのデューイ (John Dewey) が、モンロー





























































性の習慣」(habits of the mind) と「心情の習


































































































３．“Liberal Education and America’s 




























































































８　飯吉弘子「〈21 世紀型〉教養教育の再検討――日米比較と産業界要求・教育実践の視点から――」『教育学研究』第 76 巻








































































統合され応用性のある学習経験　(Integrative and Applied 
Learnig)
       ・一般的、専門的学習全体にわたる総合と高度な達成
　［新しい状況と複雑な諸問題に対して、( 上の ) 知識、スキル、
　 および責任性を適用することで明示される］
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第15号総合研究所所報
　これまで瞥見したリベラル教育の新展開
を、抗し難い現実へ妥協した大きな変質と見
るならば、それは正しくないだろう。長い歴
史を生き延びてきた教育理想――人間の普遍
的な善性を多方面に開発することを旨とする
その生命力の、必然的な拡張の所産ととらえ
たい。（了）
